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世界に貢献できる人材を。
▲左から尾脇 雅弥市長、志賀 啓一学長（鹿児島女子短期大学）

◎企画政策課政策推進係
　　　　　　☎内線 245未来への挑戦～教育環境の充実～

▲協定書に署名する様子

今回の連携内容
・高度情報化社会に対応する力を備えた子供たち
   の育成を図る教育の推進に関すること

・地域資源を生かした関係人口創出に関すること
・地域活性化の担い手育成に関すること
・地域の振興に関すること
・子育て支援に関すること
・健康増進に関すること　等

※関連する GIGA スクールについては、12 ページをご覧ください。
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脱炭素社会の実現を目指す。
▲左から尾脇 雅弥市長、眞邉 勝仁代表取締役社長（リニューアブル・ジャパン株式会社）

◎企画政策課地域振興係
　　　　　　☎内線 246未来への挑戦～持続可能なまちづくり～

▲協定書に署名する様子

現在計画している連携事業
◎オンサイト型 PPA（発電事業者が電力需要施
　設に太陽光発電設備を設置し、発電した電気
　を電力需要施設にて消費する電力購入契約）　
　による太陽光発電設備を、本市所有施設であ
　る『垂水市立医療センター垂水中央病院』及
　び『垂水市立介護老人保健施設コスモス苑』　
　に導入予定。
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